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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されて

いる表現、情報、および推奨事項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないも

のとします。このマニュアルに記載されている製品の使用は、すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェア ライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていな
い場合には、代理店にご連絡ください。

FCC クラス A 適合装置に関する記述：この装置はテスト済みであり、FCCルール Part 15 に規定された仕様のクラス A デジタル装置の
制限に適合していることが確認済みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用したときに、干渉を防止する適切な保護を規定してい

ます。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放射する可能性があり、この装置のマニュアルに記載された指示に従って

設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。住宅地でこの装置を使用すると、干渉を引き

起こす可能性があります。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる必要があります。

FCC クラス B 適合装置に関する記述：このマニュアルに記載された装置は、無線周波エネルギーを生成および放射する可能性がありま
す。シスコシステムズの指示する設置手順に従わずに装置を設置した場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。こ

の装置はテスト済みであり、FCC ルール Part 15 に規定された仕様のクラス B デジタル装置の制限に適合していることが確認済みです。
これらの仕様は、住宅地で使用したときに、このような干渉を防止する適切な保護を規定したものです。ただし、特定の設置条件におい

て干渉が起きないことを保証するものではありません。

シスコシステムズの書面による許可なしに装置を改造すると、装置がクラス Aまたはクラス Bのデジタル装置に対する FCC要件に適合
しなくなることがあります。その場合、装置を使用するユーザの権利が FCC 規制により制限されることがあり、ラジオまたはテレビの
通信に対するいかなる干渉もユーザ側の負担で矯正するように求められることがあります。

装置の電源を切ることによって、この装置が干渉の原因であるかどうかを判断できます。干渉がなくなれば、シスコシステムズの装置ま

たはその周辺機器が干渉の原因になっていると考えられます。装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起

きないようにしてください。

・干渉がなくなるまで、テレビまたはラジオのアンテナの向きを変えます。

・テレビまたはラジオの左右どちらかの側に装置を移動させます。

・テレビまたはラジオから離れたところに装置を移動させます。

・テレビまたはラジオとは別の回路にあるコンセントに装置を接続します（装置とテレビまたはラジオがそれぞれ別個のブレーカーまた

はヒューズで制御されるようにします）。

米国シスコシステムズ社では、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、FCC認定が無効になり、さ
らに製品を操作する権限を失うことになります。

シスコシステムズが採用している TCPヘッダー圧縮機能は、UNIXオペレーティング システムの UCB（University of California, Berkeley）
パブリック ドメイン バージョンの一部として、UCBが開発したプログラムを最適化したものです。All rights reserved. Copyright © 1981,
Regents of the University of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」と

して提供されます。シスコシステムズおよびこれら各社は、商品性や特定の目的への適合性、権利を侵害しないことに関する、または取

り扱い、使用、または取引によって発生する、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコシステムズおよびその代理店は、このマニュアルの使用またはこのマニュアルを使用できないことに

よって起こる制約、利益の損失、データの損傷など間接的で偶発的に起こる特殊な損害のあらゆる可能性がシスコシステムズまたは代理

店に知らされていても、それらに対する責任を一切負いかねます。
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はじめに

ここでは、『Catalyst 4948-10GE スイッチ インストレーション ガイド』の対象読
者、構成、および表記法について説明します。また、関連資料の入手方法につい

ても説明します。

対象読者

この装置の設置、交換、または保守は必ず、（IEC60950 および AS/NZS60950 に
定められている）訓練を受けた相応の資格のある保守担当者が行ってください。
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マニュアルの構成

このマニュアルの構成は、次のとおりです。

関連資料

Catalyst 4948-10GE スイッチの設定に関する詳細は、次のマニュアルを参照して
ください。

• 『Software Configuration Guide』 ― Catalyst 4500シリーズ

• 『Command Reference』 ― Catalyst 4500シリーズ

• 『System Message Guide』 ― Catalyst 4500シリーズ

Catalyst 4948-10GE スイッチは、Catalyst 4500 シリーズのスイッチで動作するソ
フトウェアも使用します。お使いのソフトウェアの該当マニュアルを参照してく

ださい。

章 タイトル 説明

第 1章 製品概要 Catalyst 4948-10GE スイッチのハードウェアの特性および機
能について説明します。

第 2章 設置場所の準備 スイッチの設置場所の準備について説明します。

第 3章 スイッチのインストレー

ション

Catalyst 4948-10GE スイッチのインストレーションの手順に
ついて説明します。

第 4章 X2 10ギガビット イーサネッ
ト モジュール ポートの構成

X2 10ギガビット イーサネット モジュールの取り付け、取り
外し、およびメンテナンスの手順について説明します。

第 5章 インストレーションのトラ

ブルシューティング

ハードウェアの初回起動時のトラブルシューティング、およ

び問題を特定して解決するための手順について説明します。

付録 A 仕様 Catalyst 4948-10GE スイッチのシステム仕様が記載されてい
ます。
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表記法

表記法

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

表記 説明

太字 コマンドおよびキーワードは太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示していま

す。

[ ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

{ x | y | z } 必ずどれか 1つを選択しなければならない必須キーワード
は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[ x | y | z ] どれか 1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

ストリング 引用符を付けない一組の文字。ストリングの前後には引用

符を使用しません。引用符を使用すると、その引用符も含

めてストリングとみなされます。

screenフォント システムが表示する端末セッションおよび情報は、screen

フォントで示しています。

太字の screen

フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screen

フォントで示しています。

イタリック体の

screenフォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォ

ントで示しています。

Ctrl- Ctrl キーを表します。たとえば、Ctrl-D というキーの組み
合わせは、Ctrlキーを押しながら Dキーを押すことを意味
します。

< > パスワードのように出力されない文字は、かぎカッコ（< >）
で囲んで示しています。
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（注）は、次のように表しています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介してい

ます。

注意は、次のように表しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項

が記述されています。

警告は、次のように表しています。

警告の定義

警告 安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。

機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防

止対策に留意してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。
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マニュアルの入手方法

マニュアルの入手方法

シスコ製品のマニュアルおよびその他の資料は、Cisco.com で入手することがで
きます。また、テクニカル サポートおよびその他のテクニカル リソースは、さ
まざまな方法で入手することができます。ここでは、シスコ製品に関する技術情

報を入手する方法について説明します。

Cisco.com

シスコの最新のマニュアルは、次の URLからアクセスしてください。

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm

シスコのWebサイトには、次の URLからアクセスしてください。

http://www.cisco.com

http://www.cisco.com/jp

シスコのWebサイトの各国語版へは、次の URLからアクセスしてください。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

Documentation DVD

シスコ製品のマニュアルおよびその他の資料は、製品に付属の Documentation
DVD パッケージでご利用いただけます。Documentation DVD は定期的に更新さ
れるので、印刷資料よりも新しい情報が得られます。この DVD パッケージは、
単独で入手することができます。

Cisco.com（Cisco Direct Customers）に登録されている場合、Orderingツールまた
は Cisco Marketplace から Cisco Documentation DVD（Customer Order Number
DOC-DOCDVD=）を発注できます。

Cisco Orderingツール：

http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/

Cisco Marketplace：

http://www.cisco.com/go/marketplace/

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm
http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/
http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.cisco.com/jp
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マニュアルの発注方法

マニュアルの発注方法については、次の URLにアクセスしてください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/pdi.htm

シスコ製品のマニュアルは、次の方法でご発注いただけます。

• Cisco.com（Cisco Direct Customers）に登録されている場合、Orderingツール
からシスコ製品のマニュアルを発注できます。次の URL にアクセスしてく
ださい。

http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/
• Cisco.com に登録されていない場合、製品を購入された代理店へお問い合わ
せください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/pdi.htm
http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/
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シスコ製品のセキュリティ

シスコでは、無償の Security Vulnerability Policyポータルを次の URLで提供して
います。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html

このサイトから、以下のタスクを実行できます。

• シスコ製品における脆弱性を報告する。

• シスコ製品のセキュリティ問題に対する支援を受ける。

• シスコからのセキュリティ情報を入手するために登録を行う。

シスコ製品に関するセキュリティ勧告および注意のリストが以下の URL で確認
できます。

http://www.cisco.com/go/psirt

勧告および注意事項が変更された際に、リアルタイムで確認したい場合は、以下

のURLからProduct Security Incident Response Team Really Simple Syndication（PSIRT
RSS）にアクセスできます。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_psirt_rss_feed.html

シスコ製品のセキュリティ問題の報告

シスコでは、安全な製品を提供することを目指しています。製品のリリース前に

社内でテストを実施し、すべての脆弱性を迅速に修正するように努めておりま

す。お客様がシスコ製品の脆弱性を発見したと思われる場合は、次の PSIRT に
ご連絡ください。

• 緊急度の高い問題  ― security-alert@cisco.com

• 緊急度の低い問題  ― psirt@cisco.com

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html
http://www.cisco.com/go/psirt
http://www.cisco.com/en/US/products/products_psirt_rss_feed.html
mailto:security-alert@cisco.com
mailto:psirt@cisco.com
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ヒント お客様が第三者に知られたくない情報をシスコに送信する場合、Pretty Good 
Privacy（PGP）または PGPと互換性のある製品を使用して情報を暗号化するこ
とを推奨します。PSIRTは、PGPバージョン 2.x～ 8.xと互換性のある暗号化情
報を取り扱うことができます。

無効な暗号鍵または失効した暗号鍵は使用しないでください。PSIRTと通信する
際は、次の公開鍵サーバの一覧に記載されている有効な公開鍵を使用してくださ

い。

http://pgp.mit.edu:11371/pks/lookup?search=psirt%40cisco.com&op=index&exact=on

緊急度の高い問題の場合、次の電話番号で PSIRT に問い合わせることができま
す。

• 1 877 228-7302

• 1 408 525-6532

http://pgp.mit.edu:11371/pks/lookup?search=psirt%40cisco.com&op=index&exact=on
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テクニカル サポート
Cisco Technical Support では、シスコシステムズとサービス契約を結んでいるお
客様、パートナー、リセラー、販売店を対象として、評価の高い 24時間体制の
テクニカル サポートを提供しています。Cisco.comの Cisco Technical Support Web
サイトでは、広範囲にわたるオンラインでのサポート リソースを提供していま
す。さらに、Technical Assistance Center（TAC）では、電話でのサポートも提供
しています。シスコシステムズとサービス契約を結んでいない場合は、リセラー

にお問い合わせください。

Cisco Technical Support Webサイト

Cisco Technical Support Webサイトでは、オンラインで資料やツールを利用して、
トラブルシューティングやシスコ製品およびテクノロジーに関する技術上の問

題の解決に役立てることができます。Cisco Technical Support Webサイトは、1年
中いつでも利用することができます。次の URLにアクセスしてください。

http://www.cisco.com/techsupport

Cisco Technical Support Web サイト上のツールにアクセスする際は、いずれも
Cisco.comのログイン IDおよびパスワードが必要です。サービス契約が有効で、
ログイン IDまたはパスワードを取得していない場合は、次の URLで登録手続き
を行ってください。

http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do

（注） テクニカル サポートにお問い合わせいただく前に、Cisco Product Identification
（CPI）ツールを使用して、製品のシリアル番号をご確認ください。CPIツールへ
は、Documentation & Toolsの下にある Tools & Resourcesリンクをクリックして、
Cisco Technical Support Web サイトからアクセスできます。Alphabetical Index ド
ロップダウン リストから Cisco Product Identification Toolを選択するか、Alerts
& RMAsの下にある Cisco Product Identification Toolリンクをクリックしてくだ
さい。CPI ツールは、製品 ID またはモデル名、ツリー表示、または特定の製品
に対する showコマンド出力のコピー＆ペーストによる 3つの検索オプションを
提供します。検索結果には、シリアル番号のラベルの場所がハイライトされた製

品の説明図が表示されます。テクニカル サポートにお問い合わせいただく前に、
製品のシリアル番号のラベルを確認し、メモなどに控えておいてください。

http://www.cisco.com/techsupport
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
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Japan TAC Webサイト

Japan TAC Webサイトでは、利用頻度の高い TAC Webサイト
（http://www.cisco.com/tac）のドキュメントを日本語で提供しています。

Japan TAC Webサイトには、次の URLからアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

サポート契約を結んでいない方は、「ゲスト」としてご登録いただくだけで、Japan
TAC Webサイトのドキュメントにアクセスできます。

Japan TAC Webサイトにアクセスするには、Cisco.comのログイン IDとパスワー
ドが必要です。ログイン IDとパスワードを取得していない場合は、次の URLに
アクセスして登録手続きを行ってください。

http://www.cisco.com/jp/register/

Service Requestツールの使用

オンラインの TAC Service Requestツールを使えば、S3および S4の問題について
最も迅速にテクニカル サポートを受けられます（ネットワークの障害が軽微で
ある場合、あるいは製品情報が必要な場合）。状況をご説明いただくと、TAC
Service Requestツールが推奨される解決方法を提供します。これらの推奨リソー
スを使用しても問題が解決しない場合は、TAC の技術者が対応します。TAC
Service Requestツールは次の URLからアクセスできます。

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest

問題が S1または S2であるか、インターネットにアクセスできない場合は、電話
で TAC にご連絡ください（運用中のネットワークがダウンした場合、あるいは
重大な障害が発生した場合）。S1および S2の問題には TACの技術者がただちに
対応し、業務を円滑に運営できるよう支援します。

電話でテクニカル サポートを受ける際は、次の番号のいずれかをご使用くださ
い。

アジア太平洋：+61 2 8446 7411（オーストラリア：1 800 805 227）
EMEA：+32 2 704 55 55
米国： 1 800 553-2447

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest
http://www.cisco.com/jp/go/tac
http://www.cisco.com/jp/register/
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TACの連絡先一覧については、次の URLにアクセスしてください。

http://www.cisco.com/techsupport/contacts

問題の重大度の定義

すべての問題を標準形式で報告するために、問題の重大度を定義しました。

重大度 1（S1） ― ネットワークがダウンし、業務に致命的な損害が発生する場合。
24時間体制であらゆる手段を使用して問題の解決にあたります。

重大度 2（S2） ― ネットワークのパフォーマンスが著しく低下、またはシスコ製
品のパフォーマンス低下により業務に重大な影響がある場合。通常の業務時間内

にフルタイムで問題の解決にあたります。

重大度 3（S3） ― ネットワークのパフォーマンスが低下しているが、ほとんどの
業務運用が機能している場合。通常の業務時間内にサービスの復旧を行います。

重大度 4（S4） ― シスコ製品の機能、インストレーション、基本的なコンフィ
ギュレーションについて、情報または支援が必要で、業務への影響がほとんどま

たはまったくない場合。

http://www.cisco.com/techsupport/contacts


はじめに

その他の資料および情報の入手方法

xxiv
Catalyst 4948-10GE スイッチ インストレーション ガイド

78-16725-01-J

その他の資料および情報の入手方法

シスコの製品、テクノロジー、およびネットワーク ソリューションに関する情
報について、さまざまな資料をオンラインおよび印刷物で入手することができま

す。

• Cisco Marketplaceでは、さまざまなシスコの書籍、参考資料、およびロゴ入
り商品を提供しています。Cisco Marketplace には、次の URL からアクセス
してください。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

• Cisco Pressでは、ネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を幅広く
発行しています。初心者から上級者まで、さまざまな読者向けの出版物があ

ります。Cisco Press の最新の出版情報などについては、次の URL からアク
セスしてください。

http://www.ciscopress.com
• 『Packet』は、シスコシステムズが発行するテクニカル ユーザ向けの季刊誌
で、インターネットやネットワークへの投資を最大限に活用するのに役立ち

ます。『Packet』には、ネットワーク分野の最新動向、テクノロジーの進展、
およびシスコの製品やソリューションに関する記事をはじめ、ネットワーク

の配置やトラブルシューティングのヒント、設定例、お客様の事例研究、認

定やトレーニングに関する情報、および多数の詳細なオンライン リソース
へのリンクが盛り込まれています。『Packet』には、次の URLからアクセス
してください。

http://www.cisco.com/packet

• 『iQ Magazine』は、シスコのテクノロジーを使って収益の増加、ビジネス効
率の向上、およびサービスの拡大を図る方法について学ぶことを目的とし

た、シスコシステムズが発行する成長企業向けの季刊誌です。この季刊誌

は、実際の事例研究や事業戦略を用いて、これら企業が直面するさまざまな

課題や、問題解決の糸口となるテクノロジーを明確化し、テクノロジーの投

資に関して読者が正しい決断を行う手助けをします。『iQ Magazine』には、
次の URLからアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/iqmagazine
• 『Internet Protocol Journal』は、インターネットおよびイントラネットの設計、
開発、運用を担当するエンジニア向けに、シスコシステムズが発行する季刊

誌です。『Internet Protocol Journal』には、次のURLからアクセスしてください。

http://www.cisco.com/ipj

http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.ciscopress.com
http://www.cisco.com/packet
http://www.cisco.com/go/iqmagazine
http://www.cisco.com/ipj
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• シスコシステムズは最高水準のネットワーク関連のトレーニングを実施し

ています。トレーニングの最新情報については、次の URL からアクセスし
てください。

http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html

http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html
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1
製品概要

この章では、Catalyst 4948-10GE スイッチの概要、システムの機能、およびコン

ポーネントについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

• Catalyst 4948-10GEスイッチの用途（p.1-2）

• Catalyst 4948-10GEスイッチのソフトウェア機能（p.1-3）

• ハードウェア システムの機能（p.1-5）

• スイッチのコンポーネント（p.1-6）
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Catalyst 4948-10GEスイッチの用途
Catalyst 4948-10GEスイッチ（図 1-1を参照）は、高性能、高密度のエッジ スイッ

チング用として設計されています。限られたスペースでも利用できるコンパクト

な 1U サイズで、ホットスワップ対応の冗長電源装置を備え、全ポートで

10/100/1000接続をサポートする固定設定スイッチング ソリューションです。

図 1-1 Catalyst 4948-10GEスイッチ

Catalyst 4948-10GEスイッチは、136 Gpbsのノンブロッキング全二重スイッチン

グ ファブリックで、10,200万パケット /秒のスイッチング容量を提供し、高速通

信をサポートします。Catalyst 4948-10GEのシャーシには、48の

10/100/1000BASE-Tイーサネット ポートと、2つの 10ギガビット イーサネット

アップリンク ポートがあります。

また、室温で動作する低ノイズ着脱式自動変速ファン トレイと、冗長 300 W AC

または 300 W DC 電源装置により、十分な耐障害性を備えています。「Catalyst

4948-10GEスイッチへの AC電源の接続」（p.3-10）を参照してください。
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Catalyst 4948-10GEスイッチのソフトウェア機能
Catalyst 4948-10GEは、次の機能を備えています。

• レイヤ 2、レイヤ 3、およびレイヤ 4のスイッチング サービス

• レイヤ 2スイッチングで、55,000のMAC（メディア アクセス制御）アドレ
スをサポート

• 4,096の VLANおよび 4,096の VLAN IDをサポート

－ 全ポートでの IEEE 802.1Q VLANタギング

－ EFMでの Q-in-Q

－ 全ポートでの Cisco ISL（スイッチ間リンク）タギング

• 16,000 のマルチキャスト転送エントリおよび 16,000 のユニキャスト転送エ
ントリ

• 1022ずつの入力側および出力側ポリサー

• 32,000ずつの入力側および出力側セキュリティ ACE

• Gigabit EtherChannelでの Port Aggregation Protocol（PAgP）を使用したポート
集約

• Catalyst 4500シリーズ管理ソフトウェアの機能は、次のとおりです。

－ Catalyst 4500シリーズ スイッチに共通の CLI（コマンドライン インター
フェイス）および SNMP（簡易ネットワーク管理プロトコル）インター
フェイス

－ Catalyst 4500シリーズ スイッチと互換性のある新機能

－ コンソール インターフェイス接続端末による、シリアル回線上の帯域外
管理サポート

－ 任意のスイッチ ポートでの SNMP、Telnet クライアント、Trivial File
Transfer Protocol（TFTP;簡易ファイル転送プロトコル）による帯域内管
理サポート

－ RMON-1による Remote Monitoring（RMON）

－ 標準レイヤ 2機能のサポート：802. 1Dスパニングツリー、Cisco Discovery
Protocol（CDP）、プルーニング拡張機能を備えた VTP（VLANトランキ
ング プロトコル）バージョン 2、および Cisco Group Management Protocol
（CGMP）クライアント

• 次の管理機能が組み込まれています。

－ エンティティMIB（管理情報ベース）、関連するすべての標準 MIB、お
よび関連するすべての Cisco MIBを含む完全な SNMP機能
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－ ポート単位での最初の 4 つの RMON グループ（イーサネット統計、ア
ラーム、イベント、履歴）のサポート。オプションの RMON プロセッ
シング モジュールは不要。

－ パフォーマンス管理情報

－ 組み込み Cisco Viewのサポート
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ハードウェア システムの機能
Catalyst 4948-10GEスイッチは、Catalyst 4500シリーズのシステム ソフトウェア

を使用して、Catalystスイッチ ファミリーに完全に統合することができる、高性

能専用イーサネット スイッチです。

Catalyst 4948-10GEのハードウェア機能は、次のとおりです。

• RJ-45インターフェイスを使用する10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-Tイー
サネット ポート× 48。次の標準規格がサポートされます。

－ IEEEE 802.3 10BASE-T

－ IEEE 802.3u 100BASE-TX

－ IEEE 802.3z 1000BASE-X

－ IEEE 802.3x Pauseおよび全二重

－ IEEE 802.1Q

－ IEEE 802.3ab 1000BASE-T

－ IEEE 802.3ae

－ IEEE 802.1p

• X2インターフェイスを使用する 2つの 10ギガビット イーサネット アップ
リンク ポート

• RJ-45インターフェイスを使用するシリアル コンソール管理ポート

• 室温で低ノイズで動作する着脱式自動変速ファン トレイ

• 交換可能な冗長 300 W AC電源装置（DC電源装置も可）

• 256 MB SDRAM（固定）

• 64 MB内蔵フラッシュ メモリ

• 136 Gbpsスイッチング容量、10,200万パケット /秒の実転送レート

• 10 Gbpsおよび 10/100/1000 Mbpsの EtherChannel

• ハードウェア ベースのアクセスリスト

• ハードウェアのストーム制御
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スイッチのコンポーネント

ここでは、Catalyst 4948-10GEのハードウェア コンポーネントについて説明しま

す。

トラフィック ポート

このスイッチには、RJ-45インターフェイスを使用する 48の 10/100/1000BASE-T

イーサネット ポートと、X2 インターフェイスを使用する 2 つの 10 ギガビット

イーサネット アップリンク ポートがあります。

コンソール ポート

コンソール シリアル ポート（RJ-45）では、標準コンソール機器を使用してス

イッチを管理できます（図 1-2を参照）。コンソール ポートおよび管理ポートの

コネクタのピン割り当ては、付録 A「仕様」に記載されています。

図 1-2 管理ポート用の LED
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図 1-3 ステータス LED

前面パネルの LED

Catalyst 4948-10GE スイッチの前面パネル LED（図 1-2および図 1-3を参照）に

は、次のステータス情報が表示されます。

• STATUS LEDは、Catalyst 4948-10GEスイッチの動作状態を示します。

• PS1 LEDは、内蔵電源装置のステータスを示します。

• PS2 LEDは、内蔵電源装置のステータスを示します。

• FAN LEDは、ファン トレイのステータスを示します。

• リンク ステータス LEDは、10/100BASE-T管理ポートの下にあります。

表 1-1に、LED機能の詳細を示します。
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表 1-1 LEDの説明

LED 色または状態 説明

STATUS

グリーン

レッド

点滅

イエロー

消灯

Catalyst 4948 の起動時に実行される一連の

診断テストの状態が示されます。

すべてのテストに合格しました。

個々のポート以外のテストに失敗しまし

た。

システムを起動中または診断テストを実行

中です。

システムは ROMMONモードにあるか電源

装置に障害が発生しました。

スイッチの電源がオフです。

ポート 1～ 48 グリーン

イエロー

イエローで点滅

消灯

ポートは動作可能です。

ポートはディセーブル設定です。

ポートは電源投入時セルフテストに失敗し

ました。

信号が検出されていないか、リンク設定障

害です。

FAN 消灯

グリーン

レッド

スイッチまたはファンに電力が供給されて

いません（1つまたは複数の電源装置ステー

タス LED がグリーンに点灯している場合、

トレイが接続されていない可能性がありま

す）。

ファン トレイは動作可能です。

障害が検出されました。

PS1および PS2 消灯

グリーン

レッド

電源装置に電力が供給されていません。

動作可能です。1

障害が検出されたか、電源装置のスイッチ

がオフです。

1. 1つの LEDがグリーンに点灯し、もう 1つの LEDが消灯している場合、電源装置が接続
されていない可能性があります。レッドに点灯した場合は、電源装置が接続されていない
か、スイッチがオンになっていない、または障害が発生しています。CLIを使用して、シ
ステムのステータスを詳しく調べる必要があります。
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シャーシの冷却

（注） 環境仕様は、第 2章「設置場所の準備」を参照してください。

シャーシ コンポーネントの内部には、ホットスワップ対応のシステム ファン ト

レイによって冷気が送り込まれます。このファンは、シャーシ側面から吸気し、

背面から排気します。

注意 ファン トレイを取り外す際には、工具や指が内部回路に触れないように注意し
てください。システムは、ファン トレイを取り外した状態で稼働しないでくだ
さい。障害のあるファン トレイを取り外したら、速やかに新しいファン トレイ
を取り付けてください。

図 1-4に、スイッチ内の通気の方向を示します。

図 1-4 Catalyst 4948-10GEの通気

ファン トレイには、4 つのファンが付いています。1 つのファンが故障しても、

他のファンの動作は継続します。内部の空気の温度は、センサーによってモニタ

されます。内部温度に応じて、できるだ静かに動作するように、稼働ファンの数

と速度が調整されます。空気の温度が設定済みのスレッシュホールドを超過する

と、環境モニタに警告メッセージが表示されます。
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電源装置

（注） Catalyst 4948-10GE スイッチの電力仕様の詳細は、付録 A「仕様」を参照してく
ださい。

Catalyst 4948-10GEスイッチには、2つの冗長 300 W ACまたは 300 W DC内部電

源装置があります。

内部電源装置は、それぞれ個々の電源コードと、ステータス LED（前面パネル

の PS1および PS2）を備えています。また、電源装置にも、入力電流（Input OK）

および出力電流（Output OK）を示す LEDが付いています。電源装置の電源コー

ドは、設置場所の AC 電源に接続します。Catalyst 4948-10GE スイッチの AC 電

源装置には電源スイッチが付いています。電源コードを電源に接続し、電源装置

のスイッチをオンにすると、AC 電力が供給されます。DC 電源装置は電源コー

ドを使用せず、オン /オフ スイッチは付いていません。

図 1-5 オン /オフ スイッチの位置

1つの電源装置を接続しただけでもスイッチは始動しますが、この場合には冗長

フェールオーバーおよびロードシェアリングはサポートされません。電力供給の

信頼性を最適に保つためには、2 つの電源装置をそれぞれ個別の AC または DC

電源に接続することを推奨します。

11
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スイッチのコンポーネント

安全上の理由から、AC電源装置をシャーシから取り外したり、シャーシに取り

付けたりする際は、事前に電源装置のスイッチをオフにしてください。DC電源

は、取り外す前に電源をオフにします。

1つの電源装置だけを使用する場合には、未使用の電源装置ベイにブランク前面

プレートを取り付ける必要があります。

電源装置の環境モニタ

環境モニタおよびレポート機能を使用すると、システムの運用に影響する前に、

不適切な環境条件を解決して、正常なシステム動作を維持することができます。

各電源装置ごとに、内部温度と出力電圧がモニタされます。限界条件に達する

と、過熱または過電流による損傷を防止するために、電源装置がシャットダウン

することがあります。Catalyst 4948-10GE スイッチでは、電源装置の動作状態が

検出され、ソフトウェアによってステータスが報告されます。

Catalyst 4948-10GEスイッチの電力管理

スイッチには、AC 電源装置または DC 電源装置のいずれかを選択できます。

Catalyst 4948-10GEスイッチは、次の電源装置をサポートしています。

• 300 W AC

• 300 W DC

冗長電源装置は、入力ステータスに関係なく稼働中のシステムによって識別およ

び診断できます。ACおよび DC電源は交換可能です。

電力管理モード

Catalyst 4948-10GE スイッチは、冗長電力管理モードをサポートしています。こ

のモードでは、両方の電源装置が正常に稼働し、各装置がそれぞれシステムの合

計所要電力の 20/80 ～ 45/55% を提供します。一方の電源装置に障害が発生する

と、他方の電源装置が合計所要電力の 100%を提供します。
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2
設置場所の準備

この章では、Catalyst 4948-10GE スイッチの設置場所の準備作業について説明し

ます。この章の内容は次のとおりです。

• 設置場所の条件（p.2-2）

• 設置場所の電力要件（p.2-3）

• DCアースの要件（p.2-5）

• 安全に関する概要（p.2-6）

• 設置環境チェックリスト（p.2-8）

ケーブル配線の要件の詳細は、第 4章「X2 10ギガビット イーサネット モジュー

ル ポートの構成」を参照してください。

（注） スイッチの設置を開始する前に、設置環境チェックリスト（p.2-9）を参照し、す
べての準備が完了しているかどうかを確認してください。
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設置場所の条件

システムを正常に運用するには、スイッチを適切な場所に設置し、装置ラックや

配線クローゼットを適切に配置する必要があります。スイッチは室内の安全な場

所に設置し、スイッチの操作および環境の管理は、資格のある担当者だけが行っ

てください。装置同士が近接していたり、十分な換気が得られなかったりすると、

システムが過熱状態になることがあります。また、装置の配置が不適切だと、

シャーシ パネルに手が届かず、システムのメンテナンス作業が困難になります。

スイッチは、安全な配線クローゼット内で、ラックに設置されたスタンドアロン

システムとして動作します。湿気がなく、清潔で、よく換気された、空調設備の

整っている環境が必要です。正常に動作させるには、室内の通気を保持してくだ

さい。通気が妨げられたり、制限されたり、または吸気の温度が高いと、過熱状

態になります。このような場合には、システムのコンポーネントを保護するため

に、スイッチ環境モニタによりシステムがシャットダウンされます。

正常なシステム動作を維持し、不要なメンテナンスの手間を省くには、設置作業

を行う前に、設置環境の条件を整えておく必要があります。設置後は、室温を 0

～ 40°C（32 ～ 104°F）の範囲に保ってください。シャーシの周辺にほこりや導

電性の異物（付近の工事作業で残った金属片など）がないようにすることが重要

です。

ラックには、シャーシの上下にわずかなスペースをとるだけで、またはまったく

スペースをあけずに、複数のスイッチを取り付けることができます。ただし、他

の装置と一緒にスイッチをラックに取り付ける場合、または床上で他の装置の近

くに設置する場合には、他の装置の排気がシャーシの吸気口から取り込まれない

ように注意してください。

冷気は、シャーシ前側から取り込まれ、背面から排気されます。シャーシの前面

および背面は、ほこりや電導性異物などの障害物で妨害されないようにし、ま

た、他の装置の排気ポートから遠ざけてください。

付録 A「仕様」に、スイッチの動作時および非動作時の設置環境条件を示しま

す。正常な動作を維持し、High System Availability（HSA; ハイ システム アベイ

ラビリティ）を確保するには、設置場所で室温を保ち、EMI（電磁波干渉）のな

い安定した電源を使用してください。付録 A に示す環境範囲は、システムの動

作を正常に継続できる範囲です。ただし、範囲の最大値または最小値に近づく

と、問題が発生する可能性があります。動作範囲の限界を超える前に、環境の異

常を予想して修正すれば、正常な動作を維持することができます。
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設置場所の電力要件

ここでは、Catalyst 4948-10GE スイッチの設置場所の電力要件について説明しま

す。スイッチを設置する前に、設置場所の電力環境を確認してください。

ここでは、次の内容について説明します。

• 設置前の要件（p.2-3）

• 警告および注意事項（p.2-3）

• EMIに関する推奨事項（p.2-4）

• 電力要件および発熱量（p.2-4）

設置前の要件

Catalyst 4948-10GE スイッチの設置場所を準備するには、次の要件を満たす必要

があります。

• 各スイッチを専用回線の個別配線に接続します。各スイッチに十分な過電流

保護が施された固有の分岐回路を割り当て、分岐回路に直接アースを取り付

けます。

• 入力電力損失を防ぐために、各 AC 回路の合計最大負荷は、配線およびブ

レーカの定格電流内でなければなりません。

警告および注意事項

Catalyst 4948-10GE スイッチの設置場所を準備するには、次の注意事項に従って

ください。

注意 各 ACまたは DC入力電力回路の合計最大負荷は、配線およびブレーカの定格電
流内でなければなりません。この条件が満たされていない場合、入力電力が過負

荷状態になることがあります。

警告 システムを電源に接続する前に、スイッチの設置手順を読んでください。
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警告 装置は、地域および各国の電源規格に従って設置してください。

警告 この製品を廃棄処分する際には、各国の法律または規制に従って取り扱ってくだ

さい。

EMIに関する推奨事項

設置場所の配線を準備する際には、次の注意事項に従ってください。新しいシス

テムの設置場所を検討するときは、EMI、信号の距離制限、およびコネクタの適

合性を考慮する必要があります。

配線が一定距離の電磁場を経由する場合、電磁場と配線上の信号間に、Radio

Frequency Interference（RFI;無線周波数干渉）が発生することがあります。

• 設置場所の配線が不適切な場合、RFIが発生します。

• 雷や無線送信機などによって強力な EMI が生じると、スイッチの信号ドラ
イバおよびレシーバーが破損し、回線を通して装置内に電力サージが発生す

るため、電気的な事故が引き起こされます。

（注） 必要に応じて RFIの専門家に相談し、強力な EMIが発生するかどうかを予測し、
対策を講じてください。

電力要件および発熱量

スイッチに必要な電力配分を検討するには、電力要件を把握しておく必要があり

ます。また、設置場所の空調要件を検討するには、発熱量を考慮する必要があり

ます。Catalyst 4948-10GEスイッチの電力および発熱量の仕様は、付録 A「仕様」

を参照してください。



2-5
Catalyst 4948-10GE スイッチ インストレーション ガイド

78-16725-01-J

第 2章      設置場所の準備
DCアースの要件

DCアースの要件
DCアースが必要な場合、銅コネクタを使用する設置のみが承認されます。添付

のアース ラグの 2 つの穴を M4x 8 mm ボルトでシャーシに取り付けた後、No.6

の AWGワイヤーでセントラル オフィス（CO）などの内部アース システムに取

り付けます。アースコネクタはシャーシの右側にあります。どちらを使用しても

かまいません。

図 2-1 アース パッドの位置
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安全に関する概要

ここでは、スイッチを安全に設定するために事前に理解しておく必要のある安全

上の注意事項について説明します。

安全性の確保

次の注意事項に従って、安全性を確保し、機器を保護してください。このリスト

には、スイッチの設置作業で起こりうる危険な状況がすべて網羅されているわけ

ではありません。常に注意が必要です。

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行っ

てください。

警告 この装置は、アースされていることが前提になっています。アース導体を破損し

たり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働したりすることは絶対

にしないでください。アースが適切かどうかが不明な場合は、電気検査機関また

は電気技師に確認してください。

（注） システムの電源を完全に切断するために、電源コードを抜いてください。

• 重たい装置を持ち上げるときは、常に注意が必要です。Catalyst 4948-10GE
スイッチを持ち上げる前に、「シャーシの安全な持ち上げ方」（p.3-5）を参照
してください。

• シャーシの取り付け、または取り外しを行う前に、必ずすべての電源コード

を取り外し、電源をオフにしてください。

• 設置作業中および設置後は、シャーシ付近をほこりのない清潔な状態に保っ

てください。
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• 通行の妨げにならないように、工具やシャーシの部品を床に置かないでくだ

さい。

• シャーシに引っ掛かるような衣服や貴金属（指輪やネックレスなど）は着用

しないでください。ゆったりとした衣服は避け、ネクタイやスカーフ、袖な

どはしっかり留めてください。

• システムは、地域および各国の電気規格に従って設置してください。

－ 米国では、National Fire Protection Association（NFPA;米国防火協会）70、
米国電気規格が適用されます。

－ カナダでは、Canadian Electrical Code, Part I, CSA C22.1が適用されます。

－ その他の国では、International Electrotechnical Commission（IEC;国際電気
標準会議）規格 60364、Part 1～ Part 7が適用されます。

電気機器の安全な取り扱い

電気機器を取り扱う際には、次の基本的な注意事項に従ってください。

• 作業を行う前に、室内の緊急電源遮断スイッチの位置を確認してください。

• シャーシの取り付けや取り外しを行う前に、すべての電源コードおよび外部

ケーブルを外してください。

• 危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

• 回路の電源が切断されていると思い込まず、必ず確認してください。

• 人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

• 床が濡れていないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不

備などがないかどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

静電破壊の防止

ESD（静電気放電）により、装置や電子回路が損傷を受けることがあります（静

電破壊）。静電破壊は電子部品の取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または

間欠的な障害をもたらします。ESD による損傷を防ぐために、次の注意事項に

従ってください。

• 静電気防止用リスト /アンクル ストラップを肌に密着させて着用してくださ
い。
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• 内部コンポーネントの作業を行う場合には、次のいずれかに接続したリスト

ストラップを必ず着用してください。

－ ESDリスト ストラップ コネクタ

－ シャーシまたは装置ラックの、アースされた塗装されていない表面

注意 静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵抗値は 1
～ 10 Mohmでなければなりません。

• カードはエッジ部分だけを持ってください。

• モジュールと衣服が接触しないように注意してください。リスト ストラッ
プは身体の静電気からカードを保護するだけです。衣服の静電気が、静電破

壊の原因になることがあります。

設置環境チェックリスト

表 2-1 に、Catalyst 4948-10GE スイッチを設置する前に必要な準備作業を示しま

す。スイッチを適切に設置するために、これらの作業を完了してください。
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設置環境チェックリスト

表 2-1 設置環境チェックリスト

作業番号 作業内容 確認者 時刻 日付

1 設置スペースの確認

スペースとレイアウト

設置面積

衝撃および振動

照明

メンテナンス作業のしやすさ

2 設置環境の確認

温度

湿度

高度

空気の汚染

通気

3 電力の確認

入力電力タイプ

装置と電源コンセントとの距離

冗長電源装置の専用（個別）回線

電源障害時用の UPS（無停電電源）

4 アースの確認

回路ブレーカーの容量

5 ケーブルおよびインターフェイス機器の確認

ケーブルのタイプ

コネクタのタイプ

ケーブル長の制限

インターフェイス機器（トランシーバ）

6 EMIの確認

信号の距離制限

設置場所の配線

RFIレベル
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3
スイッチのインストレーション

この章では、Catalyst 4948-10GE スイッチのインストレーションの手順について

説明します。スイッチを初めて設置する場合は、次の作業を順番に行ってくださ

い。

• 梱包内容の確認（p.3-2）

• ラックへのスイッチの設置（p.3-3）

• Catalyst 4948-10GEスイッチへの AC電源の接続（p.3-10）

• Catalyst 4948-10GEスイッチへの DC電源の接続（p.3-13）

（注） この章で説明するインストレーションの手順を開始する前に、第 2章「設置場所
の準備」の設置環境チェックリストを使用して、設置場所の準備が完了している

かどうかを確認してください。
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梱包内容の確認

（注） スイッチを開梱した後、配送用の箱は捨てないでください。配送用の箱は、畳ん

で保管しておいてください。スイッチを移動したり配送したりする場合、この箱

が必要になります。

次の手順で、梱包品の内容を確認します。

ステップ 1 パッキング リストを参照して、アクセサリ キットの内容を確認します。以下の

ものも含めて、リストにあるすべての機器が揃っているかどうかを確認してくだ

さい。

• スイッチのハードウェア マニュアルおよびソフトウェア マニュアル（注文
した場合）

• 注文したオプション機器（ネットワーク インターフェイス ケーブル、トラ
ンシーバ、特殊コネクタなど）

ステップ 2 インストレーションを開始するには、「ラックへのスイッチの設置」（p.3-3）に進

みます。
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ラックへのスイッチの設置

スイッチには、標準の 19 インチ（48.3 cm）装置ラックに設置するための標準

ラックマウント キットが含まれています。標準装置ラックには、付属物のない

2本の支柱が外側に付いています。前面と背面の支柱間の奥行は、最小 19.25イ

ンチ（48.9 cm）、最大 32インチ（81.3 cm）です。このキットは、スイッチ作業

の妨げとなるような付属物（電源ストリップなど）が付いているラックには適し

ていません。

注意 シャーシをラックに設置する前に、「設置場所の条件」（p.2-2）を読み、設置場所
の環境条件を把握しておいてください。環境条件を読まずに作業を行うと、ス

イッチを正しく設置できず、システムおよびコンポーネントが損傷することがあ

ります。

注意 これはラック マウント型装置であるため、装置自体の重量を超える重さに耐え
られるようにはできていません。シャーシを 3 つ以上重ねて置かないでくださ
い。上に載せたシャーシの重さで、一番下のシャーシが損傷することがあります。

警告 ラックに装置を取り付けたり、ラック内の装置のメンテナンス作業を行ったりす

る場合は、事故を防ぐため、装置が安定した状態で置かれていることを十分に確

認してください。安全を確保するために、次の注意事項を守ってください。

• ラックに設置する装置が1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

• ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、
下から順番に取り付けます。

• ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてか

ら、ラックにスイッチを設置したり、ラック内のスイッチを保守してくださ

い。
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ラックへの設置に関する注意事項

スイッチをラックに設置する前に、次のことを確認してください。

• 装置ラックが適切なサイズであること

－ ラックの幅となる、前面の取り付け板間またはレール間の寸法は、17.75
インチ（45.09 cm）でなければなりません。

－ ラックの奥行となる、前面と背面の取り付け板間の寸法は、最低 19.25
インチ（48.9 cm）で、32インチ（81.3 cm）未満でなければなりません。

－ ラックの縦方向に、シャーシを搭載できるだけの十分なスペースが必要

です。シャーシの高さは、1.75インチ（4.45 cm）です。

• 装置ラックが安定し、倒れる危険性がないこと

－ ラックの棚で、シャーシの重量および寸法を十分に支持できるかどうか

を確認してください。物理仕様は、付録 A「仕様」を参照してください。

－ ラックは床面にボルトで固定することを推奨します。

－ ラックにこの装置だけを搭載する場合は、ラックの一番下に取り付けて

ください。

－ 重たい装置はラックの下側に設置してラックの重心を低い位置にし、上

部の重みでラックが倒れないようにしてください。

－ （ラック用の安定装置がある場合は）ラック内のスイッチの設置または

保守サービスを行う前に、安定装置を取り付けてください。

• 装置ラックを十分に換気できること

－ シャーシを密閉型ラックに設置できるのは、ラックに適切な換気機能ま

たは排気ファンが付いている場合だけです。できるだけ、オープンな

ラックを使用してください。

－ ラック周囲の温度が、最大温度の 40°C（104°F）を超えないことを確認
してください。スイッチを密閉型ラックまたはマルチユニット ラックに
設置すると、ラック周囲の温度が、設置場所の室温よりも高くなるので

注意してください。

－ 密閉型ラックの換気システムが強力すぎると、シャーシ周囲に負圧がか

かり、シャーシの吸気口から空気を取り込めずに冷却が妨げられること

があります。必要に応じて、ラックの扉を開いた状態でシャーシを稼働

してください。

－ エアフローを妨げないために、シャーシ側面の通気口の周囲に、最低 3
インチ（7.6 cm）のすきまを空けてください。
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－ シャーシの冷却が促進されるように、バッフルを正しく使用してくださ

い。

－ ラックの下段に設置した装置の熱気が上昇し、上段の装置の吸気口から

取り込まれると、ラック上部のシャーシが過熱状態になることがありま

す。

－ ラックに設置済みの装置およびケーブル配線を考慮してください。他の

装置の配線が、シャーシ内部のエアフローを妨げたり、電源装置または

スイッチング モジュールの作業の妨げにならないようにしてください。
装置のメンテナンスまたはアップグレードの作業中に、誤ってケーブル

を外さないように、ケーブルはフィールド交換用のコンポーネントから

離して配線してください。

－ スイッチ アセンブリのメンテナンスおよび取り外しができるように、

ラックの背後に、最低 3～ 4フィート（91.4～ 121.9 cm）のスペースを
取ってください。ラックの移動が可能で、メンテナンス時に必要に応じ

て手前に引き出せる場合は、通常の使用時には背後の壁またはキャビ

ネットから 1フィート（30.45 cm）離した位置までラックを押し込んで
おいてもかまいません。

シャーシの安全な持ち上げ方

シャーシは、頻繁に移動できるようには設計されていません。スイッチを設置す

る前に、あとで再び移動する必要がないように、設置場所の電源コンセントや

ネットワーク接続の状況を確認してください。

シャーシまたは重たい装置を持ち上げるときは、必ず、次の注意事項に従ってく

ださい。

• 足元を安定させ、両足でシャーシの重さを均等に支えるようにします。

• シャーシはゆっくり持ち上げます。持ち上げるときに、急に身体を動かした

り、ひねったりしないでください。

• 背中をまっすぐにし、腰ではなく脚に力を入れて持ち上げます。シャーシを

持ち上げるときにかがむ場合は、腰に負担がかからないように、腰ではな

く、ひざを曲げます（図 3-1を参照）。

• シャーシを持ち上げたり、移動したりする前に、必ず、すべての外部ケーブ

ルを取り外してください。
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図 3-1 安全でない持ち上げ方

必要な工具

シャーシを設置するには、次の工具および機器が必要です。

• No.1、No.2プラスドライバ、3/16インチのマイナスドライバ

• 静電気防止用マットまたはフォーム

• 手持ちの静電気防止用リスト ストラップ、またはシステムに付属の使い捨
て静電気防止用ストラップ

シャーシをラックに取り付けるには、次の工具および機器が必要です。

• ラックマウント キット

• 巻き尺および水準器

H
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Catalyst 4948-10GEスイッチのラックへの設置

Catalyst 4948-10GE スイッチをラックに設置するには、次の手順に従ってくださ

い。

ステップ 1 設置の準備：

a. ラックの近くの床または安定したテーブルの上にシャーシを置きます。作業
がしやすいように、シャーシの周りを十分に空けておきます。

b. 巻き尺でラックの奥行を測ります。測るのは、前面の支柱の外側から背面の
取り付け板の外側までの長さです。奥行は 19.25 インチ（48.9 cm）以上 32
インチ（81.3 cm）未満でなければなりません。

c. 前面の左右にある支柱間の内側の幅を測り、17.75インチ（45.09 cm）である
ことを確認します（シャーシの幅は 17.5インチ [44 cm]で、支柱間にぴった
りと収まる必要があります）。

d. ラックマウント キットを開けて次のチェックリストを参照し、すべての部
品がそろっていることを確認します。

（注） 図 3-2 に、ラックへのスイッチ前面の取り付け方を示します。ラックの
構成に応じて、ラックにスイッチ背面を取り付けることもできます。

ステップ 2 シャーシをラックに取り付けるには、L 型ブラケットを使用します。L 型ブラ

ケットは、ラック前面に向ける側に合わせて、シャーシの前面または背面の取り

付け穴に取り付けます。

表 3-1 Catalyst 4948-10GE スイッチ：ラックマウント キットのチェックリス
ト

数量 部品 部品の有無

2 L型ブラケット

8 M4なべネジ

4 12-24 x 3/4インチのバインダヘッド ネジ

4 10-32 x 3/4インチのバインダヘッド ネジ
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（注） 一部の装置ラックでは、背面の支柱のどちらかに電源ストリップが付い
ています。電源ストリップが付いている場合は、ストリップの位置に合
わせて固定する場所を決めてください。シャーシに L型ブラケットを取
り付ける前に、シャーシをラックの前面または背面のどちらから取り付
けるかを決めておいてください。

ラックマウント キットに含まれている 4本のM4なべネジを使用して、L型ブラ

ケットを左右に取り付けます（図 3-2を参照）。

図 3-2 スイッチへの L型ブラケットの取り付け

ステップ 3 次の手順で、シャーシをラックに取り付けます。

a. 次の手順で、シャーシをラックに設置します（図 3-3を参照）。

－ シャーシの前面をラックの前面に取り付ける場合は、支柱の間にシャー

シ背面を差し込みます。

－ シャーシの背面をラックの前面に取り付ける場合は、支柱の間にシャー

シ前面を差し込みます。

b. L型ブラケットの穴を装置ラックの穴の位置に合わせます。

c. 4本（各側に 2本ずつ）の 12-24 x 3/4インチ ネジを、L型ブラケットの細長
い穴に差し込み、支柱のネジ穴に取り付けます。

d. 巻き尺と水準器を使用して、シャーシがまっすぐ水平に取り付けられている
ことを確認します。
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図 3-3 スイッチのラックへの設置

ステップ 4 シャーシの右側または左側にケーブル ガイドを取り付けます。

図 3-4 ケーブル ガイドの取り付け

ステップ 5 この時点では、まだ電源コードを接続しないでください。「Catalyst 4948-10GEス

イッチへの AC電源の接続」（p.3-10）に進みます。
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Catalyst 4948-10GEスイッチへの AC電源の接続
次の手順および警告に従って、Catalyst 4948-10GEスイッチに電源を接続します。

ステップ 1 電源装置を電源に接続する前に、第 2章「設置場所の準備」に記載されている設

置場所の電力要件およびアース要件がすべて満たされているかどうかを確認し

てください。

警告 いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐに手が届

く状態にしておいてください。

ステップ 2 電源装置に電源コードを接続します。
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図 3-5 AC電源装置

ステップ 3 電源コードのもう一方の端を、AC電源コンセントに接続します。両方の電源装

置を使用する場合は、各装置を別々のコンセントに接続してください。

ステップ 4 電源スイッチを ONの位置にします。

ステップ 5 前面パネルの電源装置 LEDを調べ、電源装置の動作状態を確認します。

• 電源装置とファンが正常に稼働すると、PS1または PS2 LEDがグリーンに点
灯します。

12
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• 電源装置が正常に稼働しない場合は、PS1または PS2 LEDがレッドに点灯し
ます。電源装置が接続されているのにスイッチがオフになっている可能性が

あります。または電源装置に欠陥がありスイッチに DC電源を提供していま
せん。ファンに欠陥がある可能性もあります。

• 電源装置が設定されていないと、PS1または PS2 LEDは消灯したままです。

電源装置とシステムの状態を表示するには、システムのコンソールから、show
powerコマンドを入力します。このコマンドの詳細は、『Command Reference』を

参照してください。

LEDまたは show powerコマンドの出力によって電源装置または他のシステムの
問題が示された場合は、トラブルシューティング情報について、第 5章「インス

トレーションのトラブルシューティング」を参照してください。
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Catalyst 4948-10GEスイッチへの DC電源の接続
次の手順および警告に従って、Catalyst 4948-10GE スイッチに DC 電源を接続し

ます。

警告 以下の作業を行う前に、DC回路に電気が流れていないことを確認します。

警告 この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。出入

りが制限された場所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュ

リティ手段を使用しないと入室できない場所を意味します。

警告 この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを

前提に設計されています。一般および地域の電気規格に適合するように設置する

必要があります。

警告 DC電源端子に危険な電圧またはエネルギーがかかっていることがあります。端
子を使用していないときは必ずカバーを元の場所に戻してください。カバーが取

り付けられているときは、絶縁されていないコンダクタに接触させないようにし

てください。

注意 このシステムへの DC 戻り接続は、システムのフレームおよびシャーシ（DC-I）
から切り離されたままです。

注意 この装置は建物内の配線のみへの接続に適しています。
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ステップ 1 電源装置を電源に接続する前に、第 2章「設置場所の準備」に記載されている設

置場所の電力要件およびアース要件がすべて満たされているかどうかを確認し

てください。

ステップ 2 電源端子から安全カバーを取り外します。

ステップ 3 アース端子を接地します。「DCアースの要件」（p.2-5）も参照してください。

図 3-6 DC電源装置
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第 3章      スイッチのインストレーション
Catalyst 4948-10GEスイッチへの DC電源の接続

ステップ 4 No.2 プラスドライバを使用してプラスおよびマイナスの電源コードを電源装置

に接続します。

ステップ 5 電源端子の安全カバーを元の場所に戻します。

ステップ 6 電源コードのもう一方の端を、DC電源コンセントに接続します。両方の電源装

置を使用する場合は、各装置を別々のコンセントに接続してください。

（注） DC電源コードはAWG No.10から AWG No.12ワイヤーを使用できます。

ステップ 7 電源をオンにします。DC電源にはオン /オフ スイッチはありません。

ステップ 8 前面パネルの電源装置 LEDを調べ、電源装置の動作状態を確認します。

• 電源装置が正常に稼働すると、PS1またはPS2 LEDがグリーンに点灯します。

• 電源装置が正常に稼働しない場合は、PS1または PS2 LEDがレッドに点灯し
ます。

• 電源装置が電源に接続されていないと、PS1または PS2 LEDは消灯したまま
です。

電源装置とシステムの状態を表示するには、システムのコンソールから、show
powerコマンドを入力します。このコマンドの詳細は、『Command Reference』を

参照してください。

LEDまたは show powerコマンドの出力によって電源装置または他のシステムの
問題が示された場合は、トラブルシューティング情報について、第 5章「インス

トレーションのトラブルシューティング」を参照してください。
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4
X2 10ギガビット イーサネット
モジュール ポートの構成

この章では、X2モジュールの取り付け手順について説明します。X2モジュール

は 10ギガビット イーサネット接続に使用するレーザー光トランシーバです。具

体的な内容は、次のとおりです。

• サポートされている X2モジュール（p.4-2）

• 10ギガビット イーサネット X2モジュールの取り付け（p.4-5）

• 10ギガビット イーサネット X2モジュールの取り外し（p.4-9）

• 光ファイバ コネクタのクリーニング（p.4-11）

このモジュールの 10ギガビット イーサネット ポートは、主として、他の高性能

スイッチおよびルータのバックボーン相互接続用として使用されます（図 4-1を

参照）。10ギガビット イーサネット アップリンク ポートは全二重モードでのみ

動作し、ホットスワップ対応の X2モジュール光トランシーバを使用します。X2

モジュールには、MMF（マルチモード光ファイバ）および SMF（シングルモー

ド光ファイバ）に接続するための SCコネクタがあります。
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サポートされている X2モジュール
Cisco 4948-10GEスイッチには 2つのポートがあり、図 4-1に示すように SCコネ

クタを持つモジュールを構成できます。次のモジュール タイプがサポートされ

ます。

• LR

• 他のタイプは近日中に発表予定です。

注意 ケーブルを取り外した後は、モジュールに清浄なダスト プラグを差し込み、モ
ジュールを保護してください。光ファイバ ケーブルを別のモジュールの光ファ
イバ ケーブル用の穴に差し込む前に、光インターフェイスの表面が汚れていな
いかどうかを確認してください。モジュールの光ファイバ ケーブル用の穴に、ほ
こりや他の汚れが付着しないように注意してください。ほこりが付着している

と、光ファイバは正常に動作しません。

図 4-1 SCコネクタのモジュールへの接続
13
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第 4章      X2 10ギガビット イーサネット モジュール ポートの構成
サポートされている X2モジュール

X2モジュールの取り扱いに関する注意事項および取り付け

X2モジュール（図 4-2 を参照）は、Catalyst 4948-10GE スイッチの 10ギガビッ

ト イーサネット ポートに接続して、スイッチと光ファイバ ネットワークを結ぶ

ホットスワップ対応の入出力装置です。

図 4-2 10ギガビット イーサネット X2モジュール

表 4-1は 10ギガビット イーサネット X2モジュールの仕様一覧です。

1 光ファイバ ケーブル用の穴（送信） 4 EMIガスケット

2 光ファイバ ケーブル用の穴（受信） 5 モジュール ヒート シンク

3 スリーブ ラッチング メカニズム 6 モジュール コネクタ
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警告 クラス 1レーザー製品です。

警告 レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでください。

警告 指定された以外の制御、調整、または実行手順を使用すると、危険なレーザーが

放射される可能性があります。

SMFケーブルで動作するように設計されたモジュールを直接MMFケーブルにつ

なぐと、Differential Mode Delay（DMD;ディファレンシャル モード遅延）が発生

することがあります。詳細については『Catalyst 4500 Series Module Installation

Guide』を参照してください。

表 4-1 モジュールの仕様

仕様 説明

波長 1310 nm（1260 nm～ 1355 nm）

速度 10ギガビット イーサネット

ケーブル長 最大 10 km（6.2マイル）

コネクタ SCデュプレックス

平均起動電力（最大） +0.5 dBm

最小感度 –14.4 dBm

寸法 89.05 mm x 40.05 mm x 19.25 mm（3.5 in x 1.58 in x

0.76 in）
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第 4章      X2 10ギガビット イーサネット モジュール ポートの構成
10ギガビット イーサネット X2モジュールの取り付け

10ギガビット イーサネット X2モジュールの取り付け

注意 10 ギガビット イーサネット X2 モジュールは、静電気による損傷を受けやすい
装置です。モジュールを扱う際またはモジュールに接触する際には、必ず ESD
リスト ストラップまたは類似のアース装置を使用してください。

10 ギガビット イーサネット X2 モジュールを取り付けるには、次の手順に従っ

てください。

ステップ 1 小さいマイナス ドライバを使用して、モジュールの前面プレートからモジュー

ル ポート カバーを注意深く取り外します。

ポート カバー上の 2つの矢印を、マイナス ドライバを差し込むときの目印とし

て利用します。後で使用するためにポート カバーを取っておきます。

ステップ 2 モジュールを保護パッケージから取り出します。

ステップ 3 モジュールのラベルを見て、お使いのネットワーク用の正しいモデルであること

を確認します。

ステップ 4 上部のモジュールは冷却フィンを上向きに、下部のモジュールは冷却フィンを下

向きにして装着します。モジュールをスイッチに装着する前に、モジュールの向

きが正しいことを確認してください（図 4-3を参照）。
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図 4-3 10ギガビット イーサネット X2モジュールの取り付け

a. モジュール スリーブの側面を親指と人差し指でつまんで、モジュール前面
パネルのソケットにモジュールを挿入します。モジュールが 90% ほど挿入
されたところで、カチッという音がします。

b. 再びカチッという音がするまで、モジュールをソケットに押し込みます。こ
れで、モジュール コネクタはソケット コネクタに装着されました。

c. モジュール EMI ガスケットが前面プレートに接触していることを確認しま
す。
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第 4章      X2 10ギガビット イーサネット モジュール ポートの構成
10ギガビット イーサネット X2モジュールの取り付け

ヒント 一部のモジュールでは、モジュールをソケットに入れるときにラッチ スリーブ
を引き出す必要があります。EMIガスケットがモジュールの前面プレートに接触
したら、ラッチ スリーブをスライドしてモジュールをソケットに取り付けます。

注意 下部の X2モジュールを、冷却フィンを上向きにして装着しようとすると、コネ
クタが損傷することがあります。

（注） ダスト プラグを外して光接続を行う前に、以下の注意事項を確認してください。

• 接続の準備ができるまで、取り外した光ファイバ ケーブル コネクタおよび
モジュールの光ファイバ ケーブル用の穴に、保護用のダスト プラグを取り
付けておいてください。

• 接続を行う直前まで、SC コネクタの端面を常に点検して汚れていないよう
にしておきます。光ファイバの点検とクリーニングについては、このページ

の以下のヒントにある URLでホワイト ペーパーを参照してください。

• 光ファイバ ケーブルの取り付け、または取り外しの際は、必ず SCコネクタ
の外枠を持ってください。

ステップ 5 ダスト プラグをネットワーク インターフェイス ケーブル SCコネクタから取り

外します。

後で使用するためにダスト プラグを取っておきます。

ステップ 6 SC コネクタの光ファイバ端面を点検して汚れていないようにしておきます。光

ファイバの点検とクリーニングについては、以下のヒントにある URL のホワイ

ト ペーパーを参照してください。
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ヒント 光ファイバ接続の点検およびクリーニングの詳細については、以下の URL にあ

るホワイト ペーパーを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk482/tk607/technologies_white_paper09186a008025

4eba.shtml

ステップ 7 ダスト プラグをモジュールの光ファイバ ケーブル用の穴から取り外します。

ステップ 8 ネットワーク インターフェイス ケーブル SC コネクタをモジュールにすばやく

取り付けます。

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk482/tk607/technologies_white_paper09186a0080254eba.shtml
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10ギガビット イーサネット X2モジュールの取り外し

注意 10 ギガビット イーサネット X2 モジュールは、静電気による損傷を受けやすい
装置です。モジュールを扱う際またはモジュールに接触する際には、必ず ESD
リスト ストラップまたは類似のアース装置を使用してください。

10 ギガビット イーサネット X2 モジュールを取り外すには、次の手順に従って

ください。

ステップ 1 ネットワーク光ファイバ ケーブルをモジュール コネクタから取り外します。ダ

スト プラグをモジュールの光ファイバ ケーブル用の穴および光ファイバ ケーブ

ル SCコネクタにすばやく取り付けし直します。

ステップ 2 モジュール スリーブの側面を親指と人差し指でつまんでスリーブを引き出し、

モジュールをソケット コネクタからはずします（図 4-4を参照）。

図 4-4 10ギガビット イーサネット X2モジュールの取り外し
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ステップ 3 10 ギガビット イーサネット X2 モジュールをソケットからはずし、すぐに静電

気防止用袋に入れます。

ステップ 4 空のソケットに X2モジュールを取り付けない場合は、ソケット カバーを取り付

けし直します。

a. ソケット カバーをソケットの開口部の前面に当てがいます。

b. ソケット カバーをパチンとはめます。

モジュール メンテナンスのガイドライン

モジュールを正しくメンテナンスするには、以下のガイドランに従ってくださ

い。

• ESDによる損傷を防ぐため、通常の処理手順に従ってください。

• モジュールが保管されている場合または光ファイバ ケーブルを接続しない
状態では、必ず光ファイバ ケーブルの穴にプラグを取り付けてください

• 光コネクタのフェルールにたまった埃が原因で、光ファイバの穴が汚れるこ

とがあります。アルコールを含ませた綿棒または KimWipe などで、光コネ
クタのフェルールの埃をふきとってください。

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー
光が放射されている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使

用して直接見たりしないでください。
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光ファイバ コネクタのクリーニング
光ファイバ システムでは、光は通常直径 62.5ミクロン以下の非常に小さいファ

イバ コアを介して伝送されます。埃の粒子は直径 10分の 1ミクロンから数ミク

ロンであるため、埃などの汚れがファイバ コアの端についていると、2つのコア

が交わるコネクタ インターフェイスのパフォーマンスが低下する可能性があり

ます。このため、コネクタは正確に調整し、コネクタ インターフェイスに異物

が接触しないようにしてください。

コネクタ損失または挿入損失は、光ファイバ コネクタのパフォーマンス特性上

重大です。反射減衰量も重要な要素です。反射減衰量は、反射光の量を示しま

す。反射が小さいほど、接続状態もよくなります。すぐれた物理端子コネクタ

は、通常は –20から –30 dBのところ、–40 dBを超える反射減衰量を示します。

接続品質は、コネクタのタイプおよび正しいクリーニングおよび接続技術によっ

て決まります。ファイバ コネクタの汚れは、光損失の一般的な原因です。常に

コネクタの埃をふきとって、使用していないときはダスト カバーを取り付けて

おいてください。

どのようなタイプのケーブルまたはコネクタを取り付ける場合も、事前にクリー

ニング キットのアルコール パッドでフェルール、ファイバの回りにある保護用

の白いチューブ、ファイバの端面上の埃をふきとってください。

原則として、原因不明の光損失が大量に発生したときは、必ずコネクタの埃をふ

きとってください。

注意 コネクタを取り付けたり取り外したりする際は細心の注意を払い、コネクタの枠

を損傷したりファイバの端面上を傷付けたりしないようにしてください。装置を

使用または接続していないときは、汚れないように必ず保護カバーを取り付けて

ください。ファイバ コネクタを取り付ける前には、必ず埃をふきとってくださ
い。

光コネクタの埃をふきとるには、CLETOPカセット クリーナー（SCコネクタに

はタイプ A、MT-RJ コネクタにはタイプ B）を説明書に従って使用します。

CLETOP カセット クリーナーが手に入らない場合は、次の手順に従ってくださ

い。
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ステップ 1 純度 99%のイソプロピル アルコールを染み込ませた柔らかいティッシュを使用

して、前面プレートをていねいにふきます。表面が乾くまで 5秒待ってから、再

びふきます。

ステップ 2 清潔で乾いたオイルフリーの圧縮空気を使用して、残っている埃を前面プレート

から取り除きます。

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー
光が放射されている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使

用して直接見たりしないでください。

ステップ 3 拡大鏡または顕微鏡を使って、フェルールの側面を点検します。開口部を直視し

ないでください。汚れが見つかったら、上記手順を繰り返します。

システム内で使用されているコネクタは、メーカーによってクリーニングされ、

正しい方法でアダプタに取り付けられています。お客様がアプリケーション側に

汚れのないコネクタを取り付け、上記の指示およびガイドラインに従えば、シス

テムはエラーなく動作します。

• アダプタに差し込む前に、CLETOPカセット クリーナー（SCコネクタには
タイプ A、MT-RJ コネクタにはタイプ B）またはレンズ ティッシュを使っ
てコネクタの汚れをふきとります。純アルコールを使って汚れを取り除きま

す。

• コネクタ アダプタの内部は清浄しないでください。

• 光ファイバ コネクタをアダプタに差し込むときは、無理やり差し込んだり
急いで差し込んだりしないでください。

• アダプタの内側またはコネクタの表面が汚れないように、コネクタを使用し

ないときまたはシャーシの汚れを取るときは、コネクタとアダプタにカバー

を付けてください。
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5
インストレーションのトラブル
シューティング

この章では、Catalyst 4948-10GEスイッチのハードウェア インストレーションに

関するトラブルシューティングの方法について説明します。この章の内容は、次

のとおりです。

• はじめに（p.5-2）

• システム コンポーネント レベルの問題解決（p.5-2）

• 起動時の問題の特定（p.5-3）

• 電源装置のトラブルシューティング（p.5-6）

• 購入した代理店への連絡（p.5-7）

システムの起動時に問題が発生した場合は、この章の内容を参考にして原因を特

定してください。初期起動時の問題は通常、不良または不適切な接続が原因で

す。初期起動時に温度が最大許容レベルを超えることはほとんどありませんが、

DC回線の電圧もモニタされるので、ここには環境モニタの説明も含まれていま

す。

（注） 設定の問題については、『Software Configuration Guide』を参照してください。イ

ンターフェイスの設定またはイネーブル化については、『Command Reference』を
参照してください。
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はじめに

システムの初期起動が完了した時点で、次のことを確認してください。

• 電源装置からシステムに電力が供給されていること

• システム ファン アセンブリが作動していること

• システム ソフトウェアが正常に起動していること

これらの条件がすべて満たされ、ハードウェア インストレーションが完了して

いる場合は、『Software Configuration Guide』および『Command Reference』を参照

し、ソフトウェアのトラブルシューティングを行ってください。上記の状態のい

ずれかに問題がある場合は、この章に記載されている手順に従って原因を特定

し、可能であれば解決してください。

システム コンポーネント レベルの問題解決
システムのトラブルシューティングで重要なのは、問題のあるシステム コン

ポーネントを特定することです。まず、システムの現在の状態と、正常な状態を

比較します。起動時の問題は 1つのコンポーネントが原因になっている場合が多

いので、システムの各コンポーネントのトラブルシューティングを 1つずつ行う

前に、まずどのサブシステムに問題があるのかを特定する方が効率的です。

スイッチは、次のサブシステムで構成されています。

• 電源装置 ― 電源装置および電源装置の冷却が含まれます（「電源装置のトラ
ブルシューティング」[p.5-6]を参照）。

• ファン アセンブリ システム ― システムの電源がオンのときは、常にシャー
シのファン アセンブリが作動している必要があります。通常、過熱または
過電圧の状態により、環境モニタがシステムをシャットダウンした場合で

も、ファンは継続的に作動します（電源装置がシャットダウンした場合は、

停止します）。ファン アセンブリが作動しているかどうかを判別するには、
ファンの動作音を聞きます。FAN LEDがオレンジに点灯し、ファン アセン
ブリが作動していないと思われる場合は、ただちに購入した代理店に連絡し

てください。初回起動時にファン アセンブリが正しく作動しない場合、ユー
ザ側で調整することはできません。
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起動時の問題の特定

Catalyst 4948-10GE スイッチに電源コードを接続するときは、次の手順に従って

ください。

ステップ 1 電源スイッチを ONの位置にします（AC電源システムのみ）。

ステップ 2 設置場所の ACまたは DC電源から電源が入ることを確認します。必要に応じて

ブレーカーおよびヒューズを ONの位置にします。

ステップ 3 システム ファン アセンブリの動作音を聞きます。システム ファン アセンブリの

動作音がすぐに聞こえない場合は、「電源装置のトラブルシューティング」（p.5-6）

を参照してください。

ステップ 4 電源装置が正常に動作していて、ファン アセンブリに問題がある場合には、購

入した代理店に連絡してください。初回起動時にシステムのファン アセンブリ

が正しく作動しない場合、ユーザ側で調整することはできません。

LEDの読み取り

LED には、起動シーケンスのすべてのシステム ステータスが示されます。LED

を確認すれば、起動シーケンスのどの時点で、どこに障害が発生したかを判断で

きます。LEDを確認するには、次の手順に従ってください。

ステップ 1 LEDの状態を表 5-1と比較します。
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ステップ 2 前面パネルの LEDが点灯していることを確認してください。

• 起動時の診断テスト実行中は、STATUS LED がイエローに点滅します。ス
イッチが動作状態（オンライン）になると、LEDはグリーンに変わります。
システム ソフトウェアが起動しない場合は、オレンジが点灯します。

表 5-1 電源装置の LEDの意味

LEDおよび色 意味

INPUT OK

（入力電流）

（AC）

グリーン

レッド

消灯

この LEDは、電源装置を接続して電源スイッチを ONにする

と、すぐにグリーンに点灯します。

AC入力電圧は 82 +/–3V超。

二重化電源構成（代替装置電源）では、AC入力が 73 +/–3V未

満、または電源がオフになっています。

AC入力電圧が 73 +/–3V未満、または電源がオフになっていま

す。

INPUT OK

（入力電流）

（DC）

グリーン

レッド

消灯

この LEDは、電源が入り次第すぐにグリーンに点灯します。

DC入力電圧は -38.25 +/–2.25V超。

二重化電源構成（代替装置電源）では、DC入力が 33 +/–3V未

満、または電源がオフになっています。

単一電源構成では、DC入力が 33 +/–3V未満または電源がオフ

であることを示すために、LEDは消灯したままです。

OUTPUT OK

（出力電流）

グリーン

レッド

DC出力電圧は通常の動作範囲内です。

最大と最小の間の出力電圧では、出力エラー アラームは作成

されません。出力電源が最大または最小を超えると、出力エ

ラー アラームが作成され、LEDがレッドに点灯します。
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• モジュールが動作状態（オンライン）になると、ポート LED（1～ 42）はグ
リーンに点灯します。信号が検出されない場合、LINK LED は消灯します。
ポートがディセーブルの場合、LEDはイエローに点灯します。起動時にポー
ト テストが失敗した場合、そのポートの LEDはイエローで点滅します。

ステップ 3 STATUS LED がレッドに点灯した場合は、サービス担当者に連絡して指示を受

けてください。

ステップ 4 起動情報およびシステム バナーが表示されない場合は、端末が正しく設定され、

コンソール ポートに正しく接続されているかどうかを確認してください。
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電源装置のトラブルシューティング

電源サブシステムの問題を特定する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 電源装置が接続されていて、オン /オフ スイッチが ONの位置になっていること

を確認します（AC電源の場合）。

ステップ 2 電源装置 LED（PS1または PS2）を確認します。LEDが消灯しているか、レッド

に点灯している場合は、電源コードを取り外し、取り付けし直します。電源装置

から電源コードを取り外す前に、必ず、オン / オフ スイッチを OFF の位置に戻

してください。

ステップ 3 LEDが点灯しない場合は、ACまたは DC電源または電源コードに問題がある可

能性があります。

ステップ 4 電源コードを別の電源に接続してみてください（別の電源が利用可能な場合）。

ステップ 5 LEDが点灯すれば、最初の電源に問題があります。

ステップ 6 別の電源に接続しても LEDが点灯しない場合は、電源コードを交換します。

ステップ 7 新しい電源コードを使用して別の電源に接続しても LED が点灯しない場合は、

電源装置に障害があると考えられます。

問題を解決できない場合は、サービス担当者に連絡して指示を受けてください。
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購入した代理店への連絡

この章に記載されているトラブルシューティングを行っても起動時の問題を解

決できない場合は、サービス担当者に問い合わせて指示を受けてください。連絡

する前に、問題を迅速に解決できるよう、あらかじめ次の情報を用意しておいて

ください。

• スイッチの受領日

• シャーシのシリアル番号（シャーシ背面パネルの右側のラベルに記載されて

います。図 5-1を参照）

• ソフトウェアのタイプおよびリリース番号

• 保守契約または保証に関する事項

• 問題の簡単な説明

• 問題の識別や解決のために行った作業の簡単な説明

図 5-1 シリアル番号の位置

12
05

34
, 7

81
-0

02
89

-0
1 

A
0

SN: AAANNNNXXXX
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A P P E N D I X A
仕様

この付録には、Catalyst 4948-10GE スイッチのケーブル仕様および技術仕様が記

載されています。
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コンソール ポート
コンソール ポートは、RJ-45レセプタクルです。Request to Send（RTS;送信要求）

信号により、Clear to Send（CTS;送信可）入力の状態が追跡されます。表 A-1に、

コンソール ポートのピン割り当てを示します。

表 A-1 コンソール ポートのピン割り当て

ピン 信号 方向 説明

1 RTS 出力 送信要求

2 DTR 出力 データ端末動作可能

3 TXD 出力 送信データ

4 GND — —

5 GND — —

6 RXD 入力 受信データ

7 DSR 入力 データ セット レディ

8 CTS 入力 送信可
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10/100BASE-T管理ポート

10/100BASE-T管理ポート
10/100BASE-T ポートは、リンク ステータス LED 付きの RJ-45 レセプタクルで

す。表 A-2に、10/100BASE-Tポートのピン割り当てを示します。

表 A-2 10/100BASE-Tポートのピン割り当て

ピン 信号 方向 説明

1 RXDP 入力 受信データ

2 RXDN 入力 受信データ

3 TXDP 出力 送信データ

4 未使用 — —

5 未使用 — —

6 TXDN 出力 送信データ

7 未使用 — —

8 未使用 — —



付録 A      仕様
Catalyst 4948-10GEスイッチの仕様

A-4
Catalyst 4948-10GE スイッチ インストレーション ガイド

78-16725-01-J

Catalyst 4948-10GEスイッチの仕様
表 A-3に、Catalyst 4948-10GEスイッチの仕様を示します。

表 A-3 Catalyst 4948-10GEスイッチの仕様

項目 仕様

環境

温度

動作時

0～ 40°C（32～ 104°F）

温度

非動作時および保管時

–40～ 75°C（–40～ 167°F）

湿度（RH）：動作時（結露しないこと） 10～ 90%

湿度（RH）：非動作時および保管時（結露

しないこと）

5～ 95%

高度

動作時および非動作時

–60～ 2000 m

スイッチング コンポーネント

メモリ 256 MB SDRAM、64 MBフラッシュ（オンボードおよび

固定）、512 KB NVRAM、256バイト シリアル EEROM

寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行） 1.75× 17.5× 16インチ（4.5× 44.5× 40.6 cm）

重量 17 lb（7.8 kg）、2つの電源装置搭載時

通気 側面から吸気、背面から排気

AC電源

電源装置出力 300 W

システム消費電力 150 W

AC入力 最大 4 A（100 VAC時）

最大 2 A（240 VAC時）

AC周波数 50～ 60 Hz

出力電流 最大 25 A

出力電圧 12 V

KVA入力定格 0.375 KVA
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付録 A      仕様
Catalyst 4948-10GEスイッチの仕様

DC電源

電源装置出力 300 W

システム消費電力 150 W

DC入力 8 A （ –48から –60 VDC時）

出力電流 最大 25 A

出力電圧 12 V

KVA入力定格 0.4 KVA

表 A-3 Catalyst 4948-10GEスイッチの仕様（続き）

項目 仕様
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